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宋

代

の

書

家

と

禅

-

蘇

・
黄

・
米
を
中

心
と
し
て
-

長

谷

川

昌

弘

中
国
書
道
史
は
書
聖
王
義
之

の
出
現
以
来
常

に
そ
れ
に
対

す

る
革

新

・
復
古

の
繰
り
返
し
を
呈
し
て
き
た
が
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
は
宋

代
は
革
新

の
時
代
と
さ
れ
る
。
古
来
例
え
ば
董
其
昌
の

「
晋
人
は
韻
を

取
り
、
唐
人
は
法
を
取
り
、
宋
人
は
意
を
取
る
」
な
る
言
に
代
表
さ
れ

る
如
く
、
唐
代
の
完
成
さ
れ
た
書
法
に
対
し
精
神
性
を
重
視
し
た

こ
と

が
宋
代
書
道
の
特
徴
と
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
政
治

・
宗
教

・

思
想
等
様

々
の
要
因
が
相
互
に
関
与
し
て
は
じ
め
て
胎
動
す
る
も
の
で

あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
宋
代
は
政
治
的
に
は
文
官
優
越
の
徳
治
主
義
を

そ
の
特
徴
と
し
、
宗
教
的
に
は
仏
教
、

と
り
わ
け
禅
宗
の
流
行
を
招
い

た
。

こ
れ
ら
の
背
景
な
く
し
て
特
色
あ
る
宋
代
書
道
の
成
立
は
考
え
ら

れ
ず
、
中
で
も
当
時
広
範
な
分
野
に
強
い
影
響
を
与
え
た
宋
朝
禅
思
想

と
の
関
わ
り
を
考
究
す
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
論
で

は
古
来
よ
り
宋
代
書
家

の
代
表
と
さ
れ
る
蘇
転
、
黄
庭
堅
、
米
苗
の
三

者
と
禅
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

蘇
軟

(
一
〇
三
六
i

一
一
〇

一
)
、字

は
子
謄
、
東
披
居
士
と
号
し
た
。

彼
は
文
学
に
関
し
て
も
書
画
に
関
し
て
も
当
代

一
級
で
あ

っ
た
。
し
か

し
元
来
は
二
十

一
歳
で
科
挙
に
合
格
し
て
以
来
、

一
生
を
官
吏
と
し
て

歩
ん
だ
政
治
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
政
治
生
命
は
非
常
に
波
瀾
に
富
ん
だ

も
の
で
元
豊
三
年

(
一
〇
八
○
)
黄
州

へ
、
紹
聖
元
年

(
一
〇
九
三
)
南

方

へ
二
度
流
諦
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
間
に
彼

の
詩
書
は
完
熟
し

た
と
さ
れ
る
が
、
彼
が
禅
と
の
関
わ
り
を
深
め
た
の
も
ま
さ
に
こ
の
時

期
で
あ
る
。
彼
の

「黄
州
安
国
寺
記
」
に
は
こ
の
間

の
事
情
が
よ
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
「蓋
下
帰
二
誠
仏
僧
↓
求
中
一
洗
右
之
。
…
焚
レ
香
黙

坐
、
深
自
省
察
、
則
物
我
相
忘
、
身
心
皆
空
」

の
如
く
、
黄
州

へ
流
さ

れ
て
か
ら
の
仏
教

へ
の
傾
倒
、

そ
し
て
後
半
か
ら
は
禅

の
空
思
想
が
は

っ
き
り
窺
わ
れ

る
。
時

に
元
豊
五
年

(
一
〇
八
二
)
彼
は
東
披
居
士

と

号
し
、
自
ら
在
家
の
仏
教
信
奉
者
と
し
て
世
に
示
す
の
で
あ
る
。

と
こ

ろ
で
蘇
転
が
交
流
し
た
禅
僧
で
最
も
着
目
す
べ
き
は
、
東
林
常
総

(
一

〇
二
五
-

一
〇
九

一
)
と
仏
印
了
元

(
一
〇
三
ニ
ー

一
〇
九
八
)
で
あ
ろ
う
。

元
豊
七
年

(
一
〇
八
四
)
汝
州

へ
移
す
命
が
下
り
黄
州
を
発
っ
た
彼

は
、
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途
中
盧
山

で
遊
び
東
林
寺
に
宿
し
た
時
常
総
と

「
無
情
話
」
を
論
じ
、

省
有

っ
て
偶
を
献
じ
た
の
で
あ
る
。
「
渓
声
便
是
広
長
舌
、
山
色
堂
非
二

清
浄
身
↓
夜
来
八
万
四
千
偶
、
他
日
如
何
挙
二
似
人

一」
な
る
古
来
よ
り

有
名
な
偶

で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
常
総
の
法
嗣
と
さ
れ
る
所
以
で
あ

る
。

一
方
、
当
時
同
じ
く
盧
山
の
帰
宗
寺
に
は
了
元
が
住
し
て
い
た
。

了
元
は
後

に
潤
州
金
山
寺
に
移

っ
た
が
、
元
祐
六
年

(
一
〇
九

一
)
蘇

載
は
彼
を
訪
ね
た
。

こ
の
時
の
様
子
は

『
聯
燈
会
要
』
仏
印
了
元
章
に

詳
し
い
が
、
了
元
の
四
大
を
坐
楊
と
し
た
い
と
す
る
蘇
転
に
対
し
了
元

は
四
大
は
本
来
空
で
あ
る
と
い
い
、
遂
に
蘇
執
は
答
え
ら
れ
ず
玉
帯
を

布
施
し
、

却

っ
て
衣
を
贈
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
時

の
蘇
転

の
偶

が

「
百
千
燈
作
二
一
燈
光
↓
尽
是
恒
沙
妙
法
王
、
是
故
東
披
不
二敢
惜
↓
借
二

君
四
大
一作
二縄
床
こ

で
あ
る
。
従
来
よ
り
諸
説
が
あ
る
が
、
彼

の
禅

の
理
解
は

こ
れ
ら
の
話
を
み
る
に
か
な
り
深

か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

『
嘉
泰
普
燈
録
』
等
三
本
の
僧
伝
に
常
総
の
法
嗣
と
し
て
記
載
さ
れ
る

の
も
首
肯

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
書
家
と
し
て
の
蘇
転
は
次
の
如
き
事
を
強
調
し
て
い
る
。

「凡
書
象
二其
為
7
人
」
と
か

「
古
之
論
レ
書
者
、
兼
論
二其
平
生
幻
筍
非
二

其
人
↓
錐
レ
エ
不
レ貴
也
」
と
述
べ
、
書
は
手
先
の
こ
と
で
は
な
く
人
間

性
が
問
題

で
あ
る
と
す
る
。
ま
た

「
吾
書
錐
レ
不
二
甚
佳
↓
然
自
出
二
新

意
↓
不
レ践
二
古
人
幻
是

一
快
也
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
畢
寛
こ
れ
ら
の

言
を
み
る
に
、
彼
は
書
に
お
い
て
そ
の
人
の
人
間
性
ひ
い
て
は
主
体
的

精
神
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
『
東
披
題
蹟
』
の
一
連

の
言
句

は
す

べ

て
右
に
要
約
さ
れ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
そ
し
て
こ
の
考
え

方
は
そ
の
ま
ま
禅
思
想
と
軌
を

一
に
す
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
蘇
賦
の

代
表
作
と
さ
れ
る
数
点
の
書
に

つ
い
て
み
る
に
、
第

一
に

「黄
州
寒
食

詩
巻
」
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
の
書

は
元
豊
五
年

(
一
〇
八
二
)
寒
食
節

を
迎
え
た
際
の
も
の
だ
が
、
行
草
体
で
書
か
れ
そ
の
リ
ズ

ム
と
い
い
筆

さ
ば
き
と
い
い
ま
さ
に
彼
の
神
気
骨
肉
血
が

一
体

と
な
っ
て
躍
動
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
有
名
な
も
の
に

「李
白
仙
詩
巻
」
が
あ
る

が
末
尾
に

「元
祐
八
年
七
月
十
日
云
々
」
と
あ
り
、
南
方
追
放
直
前
の

作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
書
も
行
草
体

で
あ
る
が
、
前
者
よ
り

は
落
ち
着

い
た
筆
法
で
あ
る
。

一
方
楷
書

の
作

品
と
し
て
は

「震
奎
閣

碑
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
大
覚
懐
連
が
阿
育

王
寺
に
住
し
た
時
に

諸
人
が
楼
閣
を
寄
進
し
皇
帝
に
賜

っ
た
頽
詩
を
奉
じ
た
も
の
で
、
元
祐

六
年

(
一
〇
九
一
)
の
作
で
あ
る
。
そ
の
書
は
大

ら
か
で
し
か
も
全
体

が

一
貫
し
て
お
り
、
少
し
の
心
の
動
揺
も
感
ぜ
ら
れ
な
い
。

一
体
黄
州

に
流
さ
れ
る
以
前

の
彼
の
作
は
小
字

の
行
楷
書

が
多
か

っ
た
が
、

そ
れ

以
後
は
自
由
に
筆
を
め
ぐ
ら
し
た
行
草

の
詩
巻
或

い
は
右

の

「震
奎
閣

碑
」

の
如
く
堂

々
と
し
て
微
塵

の
狂

い
も
感
じ
さ
せ
な
い
楷
書
な
ど
明

ら
か
に
書
風
に
変
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
書
は
人
間

性
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
と
い
う
立
場
を
主
張
す
る
彼

の
作
で
あ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
時
期
彼
の
人
間
性
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
今
ま
で
述

べ
た
如
く
、
禅

の
影
響

を
受
け
彼

の
精
神
が
高
揚
さ
れ
た
時
期
と
ぴ
た
り
と
符
合
す
る
の
で
あ

宋
代
の
書
家
と
禅

(長
谷
川
)
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宋
代
の
書
家
と
禅

(長
谷
川
)

る
。

こ
こ
に
お
い
て
彼
の
書
が
禅
の
影
響
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
ま

た
成
熟
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

黄
庭
堅

(
一
〇
四
五
ー

一
一
〇
五
)
、
字

は
魯
直
、
号

は
山
谷
。
蘇
転

同
様
文
字

・
書
画
と
も
に
善

く
し
、
し
か
も
治
平
三
年

(
一
〇
六
六
)

進
士
に
合
格
し
て
以
来

一
生
を
政
治
家
と
し
て
過
ご
し
数
度
の
流
藷
を

経
験

す

る

の
で
あ
る
。
元
豊
七
年

(
一
〇
八
四
)
法
雲
法
秀

(
一
〇
二

七
-

一
〇
九
〇
)
に
艶
語
で
人
心
を
動
か
す

こ
と
を
戒

め
ら

れ
、
発
願

文
を
表
わ
し
仏
門
に
帰
依
し
た
。
後

に
黄
竜
山
に
晦
堂
祖
心

(
一
〇
二

五
i

=

○
○
)
を
訪
ね
道
を
問

う
た
。
祖
心
は

「
吾
無
レ
隠
二乎
爾

一」

と
答
え
る
が
黄
庭
堅
に
は
解
ら
な
い
。
あ
る
日
山
で
目
前
の
木
犀
の
香

を
か
ぎ
、
万
物
が
仏
法
の
表
わ
れ
で
あ
る
こ
と
を
悟
し
た
の
で
あ
る
。

『
嘉
泰
普
燈
録
』
・
『
五
燈
会
元
』
に
祖
心
の
法
嗣
と
し
て
記
載
さ
れ
る

所
以

で
あ

る
。
そ
の
後
祖
心

の
法
嗣
死
心
悟
新

(
一
〇
三
四
ー

一
二

四
)
を
雲
厳
寺
に
訪

ね
た
。
悟
新

は

「
新
長
老
死
学
士
死
、
焼
作
二
両

堆
灰
↓
向
二甚
麿
処
一相
見
」
と
問
う
が
黄
庭
堅
は
答

え
ら

れ
ず
、
「晦

堂
処
参
得
底
使
二
未
著
一在
」
と
斥
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
に

死
灰
と
な

っ
た
時

こ
そ
即
ち
真
の
無
に
な
っ
た
時

こ
そ
が
仏
法
の
顕
わ

れ
で
あ
る

こ
と
を
黄
庭
堅
が
感
得
し
た
の
は
、
購
南

へ
の
道
中
で
あ
っ

た
。
「諦
官
在
二欝
南
道
中
↓
昼
臥
覚
忽
然
廓
爾
」
と
悟
新
に
書
を
以
て

報
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
黄
庭
堅
は

「木
犀
華
香
」

の
真
意

を
も
悟
了
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ

る
。
時
に
紹
聖
元
年

(
一
〇
九

四
)
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
元
符
三
年

(
=

○
○
)
祖

心
が
逝
去
す
る
に
及
び
、
そ
の
塔
銘
を
記
し
、

彼
の
変
化
自
在

の
禅
風

を
讃
え
る
と
共
に
よ
り

一
層
そ
の
深
さ
を
感
得
し
た
に
違
い
な
い
。
今

蘇
転

の
記
に
な
る
禅
者
の
塔
銘
は
存
し
な
い
が
、
黄
庭
堅
は
師
の
祖
心

以
外

に
も
延
恩
法

安

(
一
〇
二
四
-

一
〇
八
四
)
、福
昌
知

信

(
一
〇
三

〇
1

一
〇
八
八
)
、
園
明
無
演

(
一
〇
四
五
i

一
一
〇
〇
)
等

の
塔
銘
を
記

し
て
お
り
、
彼

と
禅
門
の
関
係
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。

一
方
彼

の
書
学
は
か
な
り
刻
明
に
、
時
を
追

っ
て
変
化
し
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
例
え
ば
自

ら
元
祐
時
代

の
時
を

評

し
て

「往
時
王
定
国

道
、
余
書
不
レ
エ
、
書
工
不
工
、
是
不
レ
足
二
計
較
一事
、
然
余
未
二
嘗
心

服
↓
由
二
今
日
観
之
、
定
国
之
言
、
誠
不
レ謬
」

と
述
べ
、
ま
た

「
紹
聖

甲
戌
、
在
二
黄
竜
山
中
噛
忽
得
二草
書
三
昧
噛
覚
三
前
所
レ
作
太
露
二
芒
角
こ

と
も
述
べ
て
い
る
。
即
ち
彼

の
書
は
紹
聖
甲
戌
元
年
に
大
き
な
転
機
を

迎
え
、

そ
れ
以
前

の
書
を
反
省
す
る
に
至

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
転
機
の
場
所
と
時

こ
そ
が
、
黄
庭
堅
が
悟
新

の
所
問
を
明
ら
め
禅
に

お
い
て
も
高
い
境
涯
を
会
得
し
た
の
と
同

一
な

の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と

は
彼

の
書
と
禅
と
の
関
係
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。
し
か
し
彼

の
書

学
は
そ
こ
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
購
南
以
後
の
書
に
も
反
省
を
加
え
て

お
り
、
「余
在
二購
南
画
未
三
甚
覚
二書
字
綿
弱
噛
及
レ
移
二
戎
州
州
見
こ
旧

書
↓
多
可
レ憎
、

大
築
十
字
中
、
有
一一三
四
差
可

一耳
」
と
述

べ
、
そ
し

て
遂
に
元
符
三
年

(
=

○
○
)
に
は
悟
道
の
域
に
達
し
た
の
で
あ

る
。

「
元
符
三
年

二
月
巳
酉
、
夜
沐
浴
罷
、
連
引
数
杯
、

為
二成
都
李
致
尭

一

作
二行
草
↓
耳
熱
眼
花
、
忽
然
竜
蛇
入
レ
筆
、
学
書
四
十
年
、

今
夕
所
謂
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驚
山
悟
道
書

也
L

の
如
く
述

べ
て
い
る
。
し
か
も
悟
道
を
自
覚
し
た
後

で
さ
え
反
省

を
加
え
る

の
で
あ

る
。
「建
中
靖
国
元
年
十
二
月
甲
午
、

観
二此
詩
巻

↓
筆
意
擬
鈍
用
筆
多
不
レ到
、
亦
自
喜
二
中
年
来
書
字
稽
進
一

爾
」
の
如

く
常
に
反
省
を
加
え
た
彼
の
書

の
代
表
作

と
さ
れ
る
も

の

は
、
す
べ
て
晩
年

の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「伏
波
神
祠
詩
巻
」
、
「黄

州
寒
食
詩
巻
蹟
」
、「
李
白
憶
旧
遊
詩
巻
」
、
「松
風
閣
詩
巻
」
、
「萢
湧
伝
」

等
ど
れ
も
晩
年

の
彼

の
境
涯

の
高
さ
を
示
す
逸
品
で
あ
る
。
し
か
る
に

そ
の
事
は
、
単
に
老
熟

の
境
に
よ
る
成
果
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
先
に

彼

の
学
書
過
程

の
ほ
ん
の
一
部
を
示
し
た
が
、
彼
の
書
は
常
に
歩
き
続

け
、

一
所

に
留
ま
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
そ
の
態
度
は
そ
の
ま
ま
禅
の

姿
で
も
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
黄
庭
堅
の
書
が
禅
の
活
作
略
に
よ
っ
て

歩
き
は
じ
め
、
そ
し
て
歩
き
続
け
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
し
得
る
の
で

あ
る
。

米
帯

(
一
〇
五
一
i

一
一
〇
七
)
、字

は
元
章
、

海
岳

と
号

し
た
。
蘇

転
や
黄
庭
堅

と
異
な
り

一
生
を
下
級
官
吏
と
し
て
過
ご
し
た
が
、
書
に

お
い
て
は
ま
さ
に
専
門
家

で
崇
寧
三
年

(
=

〇
四
)
に
は
書
画
学
博

士
と
し
て
登
用
さ
れ
た
。
彼
の
名
は
各
種

の
僧
伝

に
は
見
当
ら

な
い

が
、
禅
と

の
交
渉
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
『
米
海
嶽
先
生
墓
誌
銘
』

に
は

「
少
与

二禅
人
摩
詰
一游
、
詰
以
為
二
得
法
幻
其
逝
不
レ
但
、
作
二
偶

語
一有
レ倫
」

と
記
さ
れ
、
ま
た

『
語
林
』
に
も

「
元
章
晩
年
学
レ
禅
有
レ

得
、

…
中
略

…
挙
レ
払
示
レ
衆
日
、
衆
香
国
中
来
、

衆
香
国

中
去
。
郷
レ

払
合
掌
而
逝
」
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
彼
が
禅
と
関
わ
り
を
持

っ
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た

『
宝
晋
英
光
集
』
巻
六
に
は

「
法
雲
仏
国
禅

師
白
如
来
真
賛
」
、
「
晦
堂
心
如
来
真
賛
」
、
「黄

竜
真
賛
」
が
収
め
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
法
雲
法
秀
の
法
嗣
仏
国
惟
白
、
晦

堂
祖
心
、
祖
心
の
師

黄
竜
慧
南
に
対
す
る
賛

で
あ

る
。
そ
し
て
巻
七

に
は

「
天
衣
懐
禅
師

碑
」
即
ち
法
雲
法
秀
の
師
天
衣
義
懐
の
碑
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
蘇

転
や
黄
庭
堅
の
交
流
し
た
禅
僧
は
雲
門
宗
か
臨
済
宗
黄
竜
派
の
人
物
で

あ
っ
た
が
、
米
苗
が
文
章
を
し
た
た
め
た
人
物
も
す
べ
て
そ
の
範
躊
で

し
か
も
当
時

の
風
潮
か
ら
す
れ
ば
塔
銘
や
碑
を
記

す
場
合
は
余
程
強
い

因
縁
が
あ
り
、
関
係
者
と
深
い
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
彼
は
書
に
お

い
て
は

「学
レ書
貴
レ
弄
レ翰
、
謂
把
筆
軽
、

自
然
手
心
虚
、
振
迅
天
真
出
二於
意
外
↓
所
以
古
人
書
、
各
各
不
レ
同
。

若

一
一
相
似
、
則
奴
書
也
。
其
次
要
レ
得
レ筆
、
謂
骨
筋
皮
肉
脂
沢
風
神

皆
全
、
猶
如
二
一
佳
士
一也
。
又
筆
筆
不
レ
同
、
三
字
三
画
異
。
故
作
二異

重
軽
↓
不
レ
同
下
出
二於
天
真
一自
然
異
上
」
の
如
く
、
随
所

に
平
淡
天
真

を
述
べ
る
。

こ
の
天
真
自
然
は

一
面
に
は
人
為

の
否
定
即
ち
無
為

の
肯

定
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
が
老
荘
思
想
に
お
け
る
消
極
的
な
も
の
か
禅

思
想
に
お
け
る
積
極
的
な
も
の
か
は
俄
に
は
弁
じ
難

い
。
現
時
点
で
は

米
帝
の
書
に
お
け
る
禅

の
影
響
は
は
っ
き
り
し
な

い
が
、
米
苗
そ
の
人

が
影
響
を
受
け
た
こ
と
だ
け
は
明
言

で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
宋
朝
禅
思
想
が
書

の
分
野

へ
も
及
ん
だ
こ
と
の
一
端
を
示
し
た

が
、
今
後
よ
り
詳
し
い
論
考
が
必
要
と
思
わ
れ
る

の
で
い
ず
れ
稿
を
改

め
て
論
じ
た
い
。
(注
省
略
)

(愛
知
学
院
大
学
大
学
院
)

宋
代
の
書
家
と
禅

(長
谷
川
)
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